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分
野
別
ま
ち
づ
く
り
方
針

①
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

市
民
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
、
高
齢

者 

・ 

障
害
者
の
自
立
支
援
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し

た
思
い
や
り
の
あ
る
社
会
福
祉
施
策
を
充
実
し
ま
す
。

②
安
全 

・ 

安
心
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

　
　

地
域
や
市
民
と
連
携
し
た
防
災 

・ 

交
通
安
全 

・ 

防
犯
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
建
築
物
の
耐

震
化
や
河
川
改
修
な
ど
、
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
よ
る
計
画
的

な
市
街
地
整
備
や
開
発
誘
導
、
道
路
網
や
下
水
道

の
整
備
な
ど
、
快
適
で
利
便
性
の
高
い
都
市
基
盤

整
備
を
促
進
し
ま
す
。

③
環
境
に
や
さ
し
い
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

本
市
の
特
徴
で
も
あ
る 「
水
と
緑
の
豊
か
な
空

間
」 

を
保
全 

・ 

再
生
し
、
魅
力
あ
る
景
観
と
し
て
確

立
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
憩
い
の
場
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
人
と
地
球
に
優
し
く
、
環
境
と
調
和
し
た
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
資
源
循
環
型
の
形
成
を
進
め
ま

す
。

　

北
名
古
屋
市
で
は
、
市
の
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
総
合
計
画
審

議
会
を
設
置
し
、
８
月
10
日
か
ら
審
議
を
始
め
ま
し
た
。

　

市
総
合
計
画
は
、
合
併
時
に
策
定
し
た
新
市
建
設
計
画
の
理
念
を
継

承
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
今
後
、
10
年
間
に
本
市
が
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
方
針
や
施
策
、
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
示
す
も
の
で
、
新
市
の
建
設
に
あ
た
っ
て
最
も
基
本
的
で
総

合
的
な
計
画
と
な
り
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
自
治
会
の
代
表
者
や
各
種
団
体
の
代
表
な
ど

の
参
加
に
よ
る「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
ま
た
市
民
２
５
０
０
人
を
対
象
と

し
た「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」な
ど
を
実
施
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
課

題
や
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た 「
計
画
の
概
要（
案
）」 

に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
案
を
も
と
に
審
議
会
で
審
議
が
行
わ
れ
、
総
合
計
画
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

将
来
都
市
像
は
、 「
健
康
快
適
都
市
」

「
健
康
快
適
都
市
」〜
誰
も
が
安
全
･
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
〜

　

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
市
民
が
、
快
適
な
生
活
環
境
の
中
で

心
も
体
も
健
康
で
い
き
い
き
と
毎
日
を
過
ご
し
、
生
き
が
い
に
満
ち
た

幸
せ
な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
将
来
都
市
像
と
し
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
10
年
間

　

基
本
構
想
と
基
本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
29
年
度

ま
で
の
10
年
間
で
、
基
本
計
画
は
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

市
の
総
合
計
画
（
案
）
の
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た

市
の
総
合
計
画
（
案
）
の
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た

市
の
総
合
計
画
（
案
）
の
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た

審
議
中

■「総合計画」 とは・・・
　総合計画は、市の行財政運営の長期的な指針となる最上位の計画で、
本市の特性や課題、そして時代の流れなどを的確に見極め、将来、「北名
古屋市」をどのようなまちにしていくのか、またどのような手法で取り組ん
でいくのかをまとめた計画書のことです。
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④
創
造
的
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

既
存
産
業
へ
の
市
民
の
理
解
を
深
め
、
地
域
産
業

と
し
て
支
え
る
と
と
も
に
、
高
度
化
、
新
事
業 

・ 

新

産
業
創
出
と
い
っ
た
経
営
基
盤
の
強
化
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
優
れ
た
立
地
条
件
や
交
通
ア
ク
セ
ス
等

の
利
点
を
生
か
し
て
企
業
の
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
豊
か
な
心
を
育
み
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
自
主
的
に

文
化
活
動
や
学
習
･
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組
め

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
伝

わ
る
伝
統
や
文
化
、
技
術
、
学
術 

・ 

教
育
機
関
の

優
れ
た
人
材
等
の
地
域
資
源
と
日
常
生
活
の
中
で

身
近
に
ふ
れ
あ
え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
本
市

に
対
す
る
誇
り
や
愛
着
を
育
み
ま
す
。

⑥
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

行
政
課
題
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
組

織
や
機
構
へ
の
改
革
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
員 

一

人
ひ
と
り
が
意
識
改
革
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を

更
に
充
実
さ
せ
、
市
民
と
行
政
が
相
互
に
協
力
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

を
次
の
を
３
つ
と
し
ま
す
。

　

■総合計画に関するお問合せ！

自 立自 立自 立自 立快 適快 適快 適快 適

健 康健 康健 康健 康
心と体とまちの 3 つが健康で、
いきいきと暮らせるまち

　「心」と「体」と「まち」の健康づくりを
推進し、子どもから高齢者まで全ての
市民が生涯を健康でいきいきと暮らせ
るまちづくりを進めます。　　　　　　

 利便性と安全 ・ 安心を
　　兼ね備えた質の高いまち

　利便性と安全 ・ 安心を兼ね
備えた質の高い生活環境を創
出し、誰もが快適に暮らせる
まちづくりを進めます。

自立した行政と
　市民が連携する協働のまち

　市民と行政がそれぞれの役
割と責任を果たすとともに、
相互の連携を通じて地域の発
展に貢献する自立した協働の
まちづくりを進めます。

　「北名古屋市総合計画」に関するお問い合わせは、
企画 ・ 広報グループ （西庁舎）へ。

　総合計画審議会は、 市議会議員や公
的団体の代表者、学識経験者、一般
公募市民などで構成され、市長から諮
問された総合計画（案）を、専門的な
立場や市民の視点などにより審議する
組織です。
　なお、会議は傍聴することができま
す。今後の北名古屋市総合計画審議
会および審議会部会の開催日程は、企
画・広報グループへお問い合わせくだ
さい。市ホームページでもお知らせし
ます。

総合計画審議会について

第１回審議会（８月10日）



　総合計画の策定にあたり、市民の皆さんの声
を計画に反映させるため、「市民アンケート調査」
および「市民ワークショップ」を実施しました。
　この結果の一部をご紹介します。
　お問い合わせは、企画・広報グループへ。
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総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

調査期間　平成１９年２月８日（木）～２４日（土）

配布対象　平成１９年１月１日現在で無作為で
　　　　　抽出された市内に居住する満１６歳
　　　　　以上の方

配布数　　２，５００件

回収数　　１，１４１件（回収率45.6％）

調査内容

■ 回答者の年齢別 ■

■ 回答者の居住歴別 ■
　  （中学校卒業以降） 

  20歳代
 （10.7％）

  ずっと
　住んでいる
　　（28.0％）

  30歳代
 （21.4％）

  一度離れたが、
　　再び戻ってきた
　　　　　（9.3％）

  一度離れたが、
　　再び戻ってきた
　　　　　（9.3％）

 県内の他市町村から
　　　　　移り住んだ
　　　　　　（41.2％）

  県外から
　移り住んだ
　　　（21.0％）

  40歳代
  （13.6％）

  50歳代
 （19.0％）

  60歳代
 （24.9％）

70歳以上
（6.7％）

10歳代
 （3.7％）

無
回
答
0.1％

無
回
答
0.5％

  1. 安全  67.2%
  2. 安心      55.6%
  3. 便利      49.9%
  4. 快適      41.4%
  5. 健康      41.2%
  6. 安らぎ       33.1%

  7. ふれあい    23.3%

  8. ゆとり        23.0%

  9. 豊かさ       21.2%

10. 発展          18.9%

将来のまちづくりで
  大切にしたいことは？

  1. 仕事や買い物など日常生活におい
　　て名古屋市との関わりが深い都市  47.7%
  2. 目立った特徴のない都市                   44.5%
  3. 自家用車による移動が便利な都市       44.3%
  4. 住宅の多い生活都市                         38.7%
  5. 農地と住宅地のバランスのとれたゆ
　　とりある都市                                   26.5%
  6. マイホームを購入して永住する都市            24.6%

  7. 高齢化の進んだ都市                               23.3%

  8. 自転車や徒歩による移動が便利な都市        21.6％

  9. 仕事や買い物など日常生活が市内で完

　　結する自立した都市                                 13.3％

10. 広大な農地が広がる田園都市                      9.5％

現在の北名古屋市のイメージは？

  1. 高齢者福祉施策の充実  43.6%
  2. 下水道・排水路の整備           42.9%
  3. 医療施策の充実                    33.9%
  4. 交通安全・防犯対策の充実     33.2%
  5. 子育て支援施策の充実           27.3%
  6. 防災対策の充実                     24.4%
  6. 学校教育の充実                     24.4%
  8. 駅前などの拠点整備の充実       23.3%
  9. 公園・緑地の整備・充実         21.6%
10. 生活道路の整備・充実            20.6%

今後10年間で優先して取り組むべき課題は？

将来のまちづくりで大切にしたいこと
　「安全」「安心」「便利」「快適」「健康」が上位と
なりました。これらは新市建設計画の理念とほぼ一致す
る結果となりました。

健
康

安
全

安
心

    
  ご

協力
ありがとうございました

    
  ご

協力
ありがとうございました

便
利

今後10年間で優先して取り組むべき課題
　市民からの要望の高い施策分野として「高齢者福祉の
充実」や「下水道・排水路の整備」「医療施策の充実」
「交通安全・防犯対策の充実」が上位となりました。

現在の都市イメージ
　「名古屋市との関わりが深い都市」や
「自家用車による移動が便利な都市」「住
宅の多い生活都市」といった特徴をあげ
ている一方、「目立った特徴のない都市」
といったイメージを持つ市民も少なくな
い結果となりました。
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　3月８日から２９日まで、3回にわたり行われた市民
ワークショップで、参加者から7つのまちづくり項目に
ついて１７の提案をいただきました。
誰もが「行動しやすいまち」にする
・北名古屋市の顔にふさわしい駅前をつくる
・市外に出掛けやすくする
・市内を移動しやすくする
誰もが「憩い安らぐことができるまち」にする 
・まち歩きを楽しむことができる環境をつくる
・市民の手で美しいまちをつくる
誰もが「集い活動することができるまち」にする 
・集い活動する場や機会を充実する
・市民の連携による活動を拡大する
・市民の自ら安全・安心なまちをつくる
誰もが「絆を感じられるまち」にする 
・親しみの持てる商店街をつくる
・みんなが安心して集まることができる機会や場をつくる
・イベント・祭りによってコミュニティを活性化する
誰もが「自らを高めることができるまち」にする 
・大学と連携し学習機会を増やす
・健康的な生活を送るためのからだづくりに取り組む
誰もが「健やかに育つことができるまち」にする 
・健やかに育つための場をつくる
・健やかに育つための仕組みをつくる
誰もが「愛着を持つことができるまち」にする 
・まちじゅうをアートで満たす
・まちのシンボルをつくる

22.1

30.3

52.8

14.0

21.3

36.7

9.6

22.3

16.7

11.4

28.0

0.9

5.4

9.2

16.9

36.6

13.6

12.9

11.8

10.2

18.8

24.7

20.1

34.3

1.0

14.3

0 20 40 60 80 100

公園や公民館など地域の公共施設
の管理
火災予防･防災活動（総合防災訓練
･自主防災訓練など）　　　　　　　　　

子どもの交通安全や防犯活動　　　　

地域で開催するイベントや祭の運営　

子育て支援や子どもの遊び指導　　　

高齢者や障害者の生活支援
（外出や買い物など）　　　　　　　　　　　　

スポーツクラブや文化サークル
活動での指導・運営　　　　　　　　　　　

自然環境の保護活動　　　　　　　　

水路や道路の清掃活動　　　　　　　

歩道や軒先の緑化　　　　　　　　　

資源回収や不要品のリサイクル活動　

その他　　　　　　　　　　　　　　

無回答　　　　　　　　　　　　　　

（％）

市民と行政が連携することが重要と思うことは？

あなたが参加できそうなこと市民と行政が連携すべきこと

アンケート調査結果について
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら　

の
提
案

17

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら　

の
提
案

17

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら　

の
提
案

17

　掲載以外に「将来のまちの活性化のための重
要事項」「分野ごとの現状等に対する市民の評価
と課題」等、16項目にわたりアンケートにご協力
いただきました皆さん、ありがとうございました。

　

市民ワークショップ

市民と行政が連携することが重要と思うこと

　「子どもの交通安全や防犯活動」が「市民
と行政が連携すべきこと」では52.8%、「あ
なたが参加できそうなこと」では36.6%と、
共に最も高い結果となりました。
　「市民と行政が連携すべきこと」では「高
齢者や障害者の生活支援（外出、買い物な
ど）」、「あなたが参加できそうなこと」で
は「資源回収や不用品のリサイクル活動」「水
路や道路の清掃活動」が高い結果となりまし
た。
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　　 み慣れた地域で、尊厳をもって、
　　 いつまでも自分らしく暮らした
い。これは誰もが望むことですが、こ
の願いをはばみ、深刻な問題となって
いるのが 「認知症」 です。
　２００４年１２月、 「痴呆」の呼び名が「認
知症」へ変更されましたが、この背景
には「痴呆」は侮蔑的で、高齢者の尊厳
を欠く表現であり、その実態を正確に
表していないなどの現状がありました。
　

　この名称変更を契機に、 「みんなで
認知症の人とその家族を支え、誰もが
暮らしやすい地域をつくろう」 という
キャンペーンが全国で展開されていま
す。このキャンペーンは、認知症を理
解し、認知症の人や家族を温かく見守
り、支援する人を増やし、認知症にな
っても安心して暮らせるまちづくりを
市民の手で展開していこうというもの
です。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

認
知
症
に
な
っ
て
も
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

認
知
症
を
学
び

地
域
で
支
え
よ
う
！

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

市民の皆さんと共に
　　ネットワークづくり

○認知症は脳の病気で、誰にでも起こる
　可能性があります。最近では６５歳未満
　の若い人の認知症も問題になっていま
　す。
○｢認知症になったら本人は楽｣というのは
　間違いです。認知症になった人の心の
　中は不安でいっぱいで、とてもつらい
　のです。
○まわりの人のちょっとした言葉や態度で
　症状が安定したり悪化したりします。　
　思いやりをもって、認知症の人のペー
　スに合わせた接し方が大切です。
○認知症は、早く見つけて正しく治療す
　ることが大切です。病気の進行を遅ら
　せる薬もあります。

○本人の変化に伴う家族の不安や負担が
　大きい。
○徘徊高齢者の事故・行方不明が増加し
　ています。
○虐待・詐欺などの犯罪といった社会的
　問題が増えています。

住

認知症とは！

認知症に関わる問題！

六
ツ
師
中
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た 

「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

▲



　

あなたも 認知症サポーター になろう！あなたも 認知症サポーター になろう！あなたも 認知症サポーター になろう！

　「認知症サポーター１００万人キャラバン」とは、認知症にな
っても安心して暮らせるまちづくりを推進するため、２００９年
までに日本全国で認知症サポーターを１００万人にしようとい
う取り組みです。
　愛知県の目標は２万 1,000 人で、北名古屋市は９５０人を目
標にしています。現在、北名古屋市には４１４人の認知症サポ
ーターがいますが、まだまだ皆さんの力が必要です。ぜひこ
の機会に、あなたも認知症サポーター養成講座を受講してみ
ませんか。

平成19年　9月7

「認知症サポーター１００万人キャラバン」
認知症サポーターとは…
　認知症を理解し、認知症の方
や家族を温かく見守り、支援す
る人を「認知症サポーター」と
呼びます。養成講座を受講すれ
ば、どなたでもサポーターにな
ることができます。

『オレンジリング』は、
　　　　サポーターの証

　オレンジリングは、サポーター養
成講座を受講した
方にお渡しするリ
ストバンド(腕輪 )
で、認知症サポー
ターの証です。

①徘徊ＳＯＳネットワークを作り、
                模擬訓練を実施します

②市民に役立つ
       「地域資源マップ」を作成します

①徘徊ＳＯＳネットワークを作り、
                模擬訓練を実施します

②市民に役立つ
       「地域資源マップ」を作成します

　認知症の方が行方不明になった時、少しでも
早く発見するためのシステムです。

　認知症の方とその家族が安心して生活できるよう、
様々な地域資源の情報を集めマップを作ります。

　認知症の方とその家族が住み慣れた地域で安心して生活でき
るよう、認知症の支援ができる人材や事業所などの「地域資源」
を活用しネットワークをつくり、認知症の方とその家族への支援
体制を整備します。
　この事業は、厚生労働省が各県でモデル地区を指定し実施す
るもので、愛知県では北名古屋市が選ばれ、六ツ師地区をモデ
ル地区に指定し実施されます。

　六ツ師地区には回想法センター
があり、市が進める認知症予防や
介護予防の拠点となっていること
からモデル地区として選定されま
した。

認知症サポーター養成講座

※出前講座の申し込みも受け付けています。

お申込み、お問い合わせは、福祉東グループへ。

と　　き と　こ　ろ

10月10日（水）
午後1時30分～3時

文化勤労会館
会議室

10月12日（金）
午前10時～11時30分

総合体育館
大小会議室
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お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
い
、
敬
老

金
が
贈
ら
れ
ま
す
の
で
、
郵
送
さ
れ

た
案
内
状
と
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
都
合
の
悪
い

方
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

○
満
85
歳
以
上
の
方
に
市
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
0
0
0
円

○
数
え
年
1
0
0
歳
の
方
に
県
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
万
円

　　

　　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
そ
の
長
寿

を
お
祝
い
す
る
た
め
、
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
盛
り
込
ん
だ「
北
名
古
屋
市
敬

老
会
」を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
、
満
75

歳
以
上
の
方（
昭
和
7
年
12
月
31
日
以
前

生
ま
れ
の
方
）で
す
。

　

当
日
は
、
郵
送
さ
れ
た
案
内
状
と
引

き
換
え
に
記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
案
内
状
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
記
念
品
の
み
の
受
け
取
り
の
方

は
、
福
祉（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ
で
も
お

渡
し
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、

9
月
28
日（
金
）ま
で
に
福
祉（
東
・
西
）

グ
ル
ー
プ
で
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
西
グ
ル
ー
プ

へ
。

会
場（
健
康
ド
ー
ム
）ま
で
の
案
内
図

九之坪 宮浦

西
春
駅

健康
ドーム

白山 井瀬木→

→→

鹿田西之保→

名
鉄
犬
山
線

鴨田小

主
要
地
方
道
名
古
屋
江
南
線

→

市役所西庁舎
→

主要地方道
春日井稲沢線

師勝保健所→

県
道
名
古
屋
外
環
状
線

県
道
名
古
屋
外
環
状
線

→

と　

き　

９
月
14
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

日
は
、
案
内
状
を

　
　
　

お
持
ち
く
だ
さ
い

老
金
が
贈
ら
れ
ま
す

　

式
典
の
あ
と
は
、
保
育
園
の
お

子
さ
ん
た
ち
の
演
技
と
浪
曲
師
に

よ
る
本
格
的
な
語
り
で
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

か
わ
い
い　
　

    

と

　

味
の
あ
る 　
　

   

で

　
　

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

港
家  

嵐
丸

浪
曲曲

師
一
風
亭
初
月
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西地区

6号車

11：50
12：00

05

12：15

20

サンショップモリ前
瀬戸信用金庫前
健康ドーム

夢屋書店西側

健康ドーム

時　間 乗降場所地　区
加島新田
九之坪

駅前・西新
町・三和会

会場

会場

7号車

11：50
55

15

25

十所社
健康ドーム

西春交番北側

健康ドーム

時　間 乗降場所地　区

会場

弥勒寺・犬
井・青野
会場

九之坪

西之保 12：10 市役所西庁舎分館南側

8号車

11：50
12：00

20
30

中之郷出荷場
健康ドーム

陽だまりハウス前
健康ドーム

時　間 乗降場所地　区

会場

会場

中之郷

宇福寺 12：15 真福寺東側
石橋

9号車

11：50
55

12：15
20

中日紙工前
憩いの家とくしげ前

法成寺公会堂

健康ドーム

時　間 乗降場所地　区

米野

会場

徳重

会場 12：05 健康ドーム
法成寺・北野
鍜治ケ一色 鍜治ケ一色公会堂
鍜治ケ一色
山之腰

22
25
35

丸万給食前
喫茶松葉東側

10号車

11：50
電化ワールド西春
店前（岡道信号北側）

健康ドーム

時　間 乗降場所地　区

会場

岡・
九之坪
会場 55 健康ドーム

25

沖村西部

15

沖村保育園北側12：10

東ノ郷児童遊園沖村東部・
野崎

5号車

12：00
02
05
07
12
17
27

井瀬木郷南
高田寺北交差点北
片場郷西
六ツ師宮西交差点南
ネオポリス住宅中央
高田寺住宅南遊園地前
健康ドーム（会場）

時　間 乗降場所

東地区 3号車

25
38

高田寺薬師堂前12：00
02
05
10
12
20
23

時　間

南小学校東
二子中央公園西
ふたば荘北
雇用促進住宅北
鹿田栄南交差点北
鹿田新宮神社前
鹿田交差点南
健康ドーム（会場）

乗降場所

2号車

30
35

西小学校南交差点西12：00
02
05
10
12
22
25

時　間

天王山児童遊園北
西春市場前
さかえ荘東
鹿田上谷電話ボックス西
やよい保育園南
熊之庄古井公園前
農協坂巻支店前
名鉄住宅前

42 健康ドーム（会場）

乗降場所

1号車

名師橋交差点北11：50
時　間

10
13

55
57

12：00
02
05
08

旧久地野バス停
旧高田寺バス停
旧片場バス停
旧道毛バス停
旧六ツ師バス停
六多橋交差点西
東公民館前
大学前

15 東部水道企業団東
20
22
25
27
30
32
42

薬師寺公民館前
熊之庄レモン橋西
堤下住宅前
山の前住宅前
熊之庄小烏交差点北
普門寺西
健康ドーム（会場）

乗降場所

「高齢者福祉施設」休館のお知らせ
　憩いの家「さかえ荘・さくら荘・ふたば荘」は、
敬老会のため9月14日（金）を臨時休館とし
ます。

※敬老会当日に限り、案内状を提示すると
　「きたバス」が無料で利用できます。
※敬老会当日に限り、案内状を提示すると
　「きたバス」が無料で利用できます。
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１０
月
１
日
か
ら
、精
神
の
病
気
で
通

院
治
療
を
受
け
て
い
る
方
が
、病
院
な

ど
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
助
成
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
事
前
に
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
）を
お
持
ち
の
方（
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１・
２
級
を

お
持
ち
の
方
は
除
く
。）

支
給
範
囲　

自
立
支
援
医
療
受
給
者

証（
精
神
通
院
）を
利
用
し
た
際
の

自
己
負
担
額

申
請
に
必
要
な
も
の

〇
健
康
保
険
証

〇
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精
神

通
院
）

※
受
給
者
証
は
、
９
月
２０
日（
木
）以

降
に
郵
送
し
ま
す
。

申
込
み　

９
月
１０
日（
月
）か
ら
市
民

　
（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

更新の申請

変更の申請

　認定の有効期間は原則として 12 か
月です。介護を必要とする度合いに変
化がなく、引き続きサービスを利用する場
合には、有効期間満了前に更新の申請
をしてください。

　介護を必要とする度合いに変化があっ
た場合は、認定の有効期間内でも認定
変更の申請をすることができます。

自立支援医療受給者証を
お持ちの方へ

介護認定審査会
　

認定調査
　

医師の意見書コンピュータ判定

○要支援1、2
○要介護1～5

　在宅サービスか施設サービスのど
ちらを利用するか選択します。
 ・ 在宅サービス （自宅への訪問や施
　設に通所してサービスを利用する）
 ・ 施設サービス （施設に入所してサ
　ービスを利用する）

　介護サービスを利用するには、福祉（東・西）グループ
に要介護認定の申請をして「介護や支援が必要である」
と認定されることが必要です。
　申請をすると、認定調査や介護認定審査会を経て、介
護が必要な状態かどうか、またどのくらいの介護が必要
であるかが決まります。サービスが利用できるまでの流
れをご紹介します。
　お問い合わせは、福祉西グループへ。

○要介護1～5

要介護認定申請
　サービスの利用を希
望される方は、福祉グ
ループに「要介護認定」
の申請をしましょう。

　心身の状況を調べるために、本
人や家族などから聞き取り調査を
行います。

　認定調査の結果と医師の意見書
をもとに、保健、医療、福祉の専
門家による審査が行われます。

　介護を必要とする度合い（要
介護状態区分）は、原則として
申請から30日以内に通知され
ます。

　どのようなサービスをどのくらい利
用するかという介護サービス計画（ケ
アプラン）をつくります。要介護の判
定を受けた方は、居宅介護支援事業
所へ、要支援の判定を受けた方は、
地域包括支援センターへ計画の作成
を依頼します。

　介護サービス計画に
基づいてサービスを利
用します。
　原則として費用の1
割が利用者負担となり
ます。
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配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

食
事
の
調
理
が
困
難
な
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
昼

食
・
夕
食
の
お
弁
当
を
お
届
け
し
ま

す
。

一
食　

3
0
0
円
〜
６
４
０
円

　

 

介
護
用
品
支
給
支
援
事
業

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
4
ま
た

は
5
の
方
を
、
在
宅
で
介
護
さ
れ
て

い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
、

介
護
用
品
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
用
品　

紙
お
む
つ
、
清
拭
剤
等

支
給
範
囲　

月
３
万
円
、
年
7
万

5
0
0
0
円
を
上
限
に
支
給
し
ま
す
。

　

 

寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
方
な
ど
を
対
象
に
、

月
1
回
寝
具
乾
燥
な
ど
を
行
い
ま
す
。

自
己
負
担
額　

　

寝
具
乾
燥　

2
0
0
円（
月
額
）

　

寝
具
貸
与　

3
5
0
円（
月
額
）

　

    

徘
徊
高
齢
者

　
　
　
　

  

家
族
支
援
事
業

　

徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
の
高
齢

の
方
や
所
在
不
明
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
障
害
を
有
す
る
方
が
、
行
方
不

明
に
な
っ
た
場
合
に
、
委
託
事
業
者
の

指
令
セ
ン
タ
ー
へ
位
置
確
認
を
依
頼

し
ま
す
。

利
用
方
法　

委
託
事
業
者
か
ら
貸
与

さ
れ
た
発
信
端
末
機
を
認
知
症
の

高
齢
の
方
の
衣
服
な
ど
に
付
け
ま

す
。

自
己
負
担
額　

5
0
0
円（
月
額
）

　

た
だ
し
、
委
託
事
業
者
が
発
見
現

場
へ
駆
け
つ
け
る
費
用
は
、
利
用
者

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

    

介
護
者
支
援
金
の
支
給

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
4
ま
た

は
5
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

主
た
る
介
護
者
に
、
介
護
者
支
援
金

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　

5
0
0
0
円（
月
額
）

　

   

老
人
日
常
生
活
用
具

                      

給
付
事
業

　

介
護
保
険
の
品
目
に
な
い
福
祉
用

具
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
用
具　

電
磁
調
理
器（
防
火
等
の

配
慮
が
必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
の
方
等
を
対
象
）、
火
災
報
知

器（
低
所
得
の
寝
た
き
り
の
高
齢
の

方
ま
た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

の
方
等
を
対
象
）、
自
動
消
火
器

　
（
低
所
得
の
寝
た
き
り
の
高
齢
の
方

ま
た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
の

方
等
を
対
象
）

自
己
負
担
額　

所
得
に
応
じ
て
負
担

額
が
異
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
基

準
額
を
超
え
た
場
合
は
、
全
額
利

用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

   

老
人
福
祉
車
・

　
　
　

杖
購
入
費
補
助
事
業

　

歩
行
に
支
障
の
あ
る
高
齢
の
方
を

対
象
に
、
老
人
福
祉
車（
シ
ル
バ
ー
カ

ー
）お
よ
び
杖
の
購
入
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
額　

　

老
人
福
祉
車　

購
入
金
額
の
半
額

　

で
、
5
0
0
0
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

杖　

購
入
金
額
の
半
額
で
、
3
0
0

　

0
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

必
要
書
類　

印
か
ん
、
領
収
書
、
振

　

込
先
の
口
座（
郵
便
局
は
除
く
）

　

  

出
張
理
髪
料
金

    　
　

補
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
3
か
ら
5
の
方
ま

た
は
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
方
が
、
出
張
理
髪
を
受
け
る

場
合
に
、
そ
の
料
金
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
額　

１
回
5
8
0
0
円（
年
４
回

ま
で
。
た
だ
し
、
１０
月
以
降
の
申

請
に
つ
い
て
は
２
回
と
す
る
）

か
ら
だ
の
不
自
由
な
高
齢
の
方
な
ど
へ

高
齢
者
福
祉
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

市
で
は
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
高
齢
な
方
な
ど
を
支
援
す
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
制
度
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
ど
の
制
度
も
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ
へ
。
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22

市役所東庁舎市役所東庁舎
主
要
地
方
道
名
古
屋
江
南
線

主要地方道春日井稲沢線

名
鉄
犬
山
線

　平成 20 年 2月まで、次の路線で公共下水道工
事を行います。工事中（午前８時 30 分～午後５時）
は、一部車両通行止めになる箇所があります。工
事区間は日によって変わりますので、現地の案内標
識などをご覧ください。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
　お問い合わせは、下水道グループへ。

公共下水道工事にご協力ください！公共下水道工事にご協力ください！

　

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
自
動

車
で
の

施
す
る
団
体
を
対
象
に
青
色
回
転
灯

を
貸
し

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

○
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
構
成
さ
れ

た
団
体

○
愛
知
県
警
察
本
部
長
か
ら「
自
動
車

に
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
て
適
正

で
き
る
団
体
で
あ
る
こ
と
」の
証
明

書
お
よ
び
標
章
を
交
付
さ
れ
た
団

体
○
青
色
回
転
灯
を
装
着
で
き
る
状
態

に
あ
る
車
両
を
１
台
以
上
保
有
し

て
い
る
団
体

貸
出
期
間　

貸
出
日
か
ら
翌
年
度
の

末
日
ま
で

貸
出
数　

団
体
が
保
有
す
る
パ
ト
ロ

１
団
体
あ

た
り
２
基
ま
で

　

地域の安全 ・ 安心に役立つ

青色回転灯を
ご利用ください！

地域の安全 ・ 安心に役立つ

青色回転灯を
ご利用ください！
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も
や
さ
し
い
乗
り

し
か
し

夜
間
の
無
灯
火
や
無
謀
な
運
転
な
ど

特
に
自
転
車
の
夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯

義
務
は
道
路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
て

た
　「

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が

　
　
　
　
　
　

  

実
施
さ
れ
ま
す

　

９
月
21
日（
金
）か
ら
30
日（
日
）ま

　
『
ラ
イ
ド
＆
ラ
イ
ト
運
動（
夕
暮
れ

時
の
前
照
灯
早
め
点
灯
運
動
）』に
心

に
努
め

『切り株おばけ』市川由季（4年）

井上友香（大学院1年）

『伸びる円』島田祐樹（4年）
『鰐』杉木祐太（3年）

『
裸
婦
』宮
田
耕
作（
大
学
院
2
年
）

『
空
と
地
を
つ
な
ぐ
カ
タ
チ
』小
山
貴
也（
3
年
）

『
心
の
奥
底
で
』赤
井
教
祐（
2
年
）

『
遠
音
』伊
東
禎
子（
履
修
生
）

『
太
古 

・ 

Ⅱ
』山
村
亮（
4
年
）

　

芸
術
の
薫
り

ス
北
側
）の
学
生
展
示
場
に

新
し
く
９

　

こ
の
道
路

か
ら

ら
れ
た
街

25

『SPOOOOON』

「 

自
転
車
も

  　

ハ
ン
ド
ル
握
れ
ば

  　
　
　
　

 
 

」

コ
ノ
ハ
け
い
ぶ

賞
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8
月
か
ら
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
廃
棄

物
の
資
源
化
の
た
め
に
、
分
別
収
集

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

仕
分
け
の
方
法
は
、
広
報
７
月
号

と
同
時
配
布
し
た『
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
便
利
帳
』で
確
認
し
、
必
ず

指
定
収
集
袋
に
入
れ
て
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

可
燃
・
不
燃
ご
み
の
減
量
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
グ
ル
ー

プ
へ
。

『
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
便
利
帳
』

　
　
　
　
　
　

を
一
部
変
更
し
ま
す

　
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
便
利

帳
」の
内
容
を
左
記
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
20
ペ
ー
ジ
の「
し
尿
券
の
販
売
」に

つ
い
て
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
西
春
店

（
西
之
保
）で
も
販
売
し
ま
す
。

○
21
ペ
ー
ジ
の「
ご
み
袋
等
取
扱
指

定
店
」に
つ
い
て
、
大
口
屋（
鹿

田
）を
廃
止
し
ま
す
。

　基本を学びながら、一緒に楽しみませんか。
ゲームを中心に、思いきり体を動かしましょう。

と　き　１０月20日(土)、27日(土)、11月3日
　　　　(土 )午後１時３０分～２時３０分 （全３回）
ところ　総合体育館　アリーナ
対　象　小学校１～６年生
定　員　5０人 （先着順）
参加費　５００円 （１回のみ参加は２００円）
講　師　高橋稔生氏・道川裕介氏 （体育指導員）
持ち物　室内用の靴
申込み　９月３日（月）から10月14日（日）まで
　　　　に、参加費を添えて総合体育館へ。

　若者からお年寄りまで、気軽に始められます。

と　き　１０月２日 (火 )、９日 ( 火 )、１６日 (火 )
　　　　午後１時３０分～２時３０分（全３回）
ところ　総合体育館　剣道室または柔道室
対　象　成人の方　　　　
定　員　４０人 （先着順）
参加費　５００円 （１回のみ参加は２００円）
講　師　清水紀子氏（太極拳準師範）
申込み　９月３日 （月） から30日（日）までに、
            参加費を添えて総合体育館へ。

　ジャズのリズムにあわせて、「楽しく無理せず続
けること！」を合言葉にみんなで汗を流しましょう。
初心者向けですので安心して参加できます。

と　き　１０月４日 (木 )、１１日 (木 )、１８日 (木 ) 
　　　　午後７時３０分～８時４０分（全３回）
ところ　総合体育館　みんなのふれあいルーム
対　象　成人の方
定　員　30人 （先着順）
参加費　５００円 （１回のみ参加は２００円）
講　師　加島美納子氏 （健康づくりリーダー）
持ち物　室内用の靴
申込み　９月３日（月）から30日（日）までに、参加
　　　　費を添えて総合体育館へ。

　スポンジボールと軽いラケットを使用する室内
テニスで、子どもからお年寄りまで簡単にプレー
できます。テニスを始めるきっかけにもＯＫ！

と　き　１０月２２日 (月 )、２９日 (月 )、１１月5日
　　　　(月 ) 午後７時～８時２０分（全３回）
ところ　総合体育館　アリーナ
対　象　成人の方または小学校３年生以上の親子
定　員　４０人 （先着順）
参加費　５００円 （１回のみ参加は２００円）
講　師　山田三生氏 （サンヨースポーツ）
持ち物　室内用の靴
申込み　９月３日（月）から10月14日（日）までに、
　　　　参加費を添えて総合体育館へ。

いきいき 健康ジャズ体操 家族で楽しく ショートテニス

小学生集まれ！ ドッヂビー
健康・わくわく 太 極 拳

小学生集まれ！ ドッヂビー
健康・わくわく 太 極 拳

東地
区総合型

スポーツクラブ体験会
キテ！ ミテ！ タイケンしよう！キテ！ ミテ！ タイケンしよう！

　市では、総合型地域スポーツクラブの
市内全域への設立を推進しています。

　お問い合わせは、スポーツグループへ。

　市では、総合型地域スポーツクラブの
市内全域への設立を推進しています。

　お問い合わせは、スポーツグループへ。

スチックスチック製製

容器包装廃棄物の
分別収集に

ご協力ください

容器包装廃棄物の
分別収集に

ご協力ください



平成19年　9月１5

　

　
「
北
名
古
屋
市
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
制
度
」利
用
者
の
追
加
募
集
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の「
自
ら
の
手
で
行
う
ま
ち
づ
く

り
」に
市
が
支
援
す
る
制
度
で
、
市

民
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

（
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
）に
補
助
す

る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
す
で
に
平

成
19
年
度
の
申
請
を
し
た
団
体
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。 

対
象
事
業

　
　

広
く
市
民
に
寄
与
し
、
自
主
的
、

創
造
的
な
事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
他
の
補
助
制
度
を
受
け

る
事
業
は
除
き
ま
す
。

○
地
域
産
業
の
振
興  

  

（
例
）  

商
工
業
の
発
展
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
、
品
評
会
の
開
催
な
ど 

○
教
育
・
文
化
の
振
興  

  

（
例
）新
し
い
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
活
動
、
講
演
会
の
開
催
、

国
際
交
流
な
ど  

○
生
活
環
境
の
整
備  

  

（
例
）  

清
掃
活
動
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
な
ど  

○
地
域
福
祉
の
増
進  
  

（
例
）  

奉
仕
活
動（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
）、
友
愛
訪
問
活
動
、
福
祉

啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど  

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
活
動
の
振
興  

  

（
例
）  

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

  申
請
者

　

上
記
の
事
業
を
実
施
す
る
団
体
ま

た
は
グ
ル
ー
プ（
お
お
む
ね
５
人

以
上
）の
代
表
者

提
出
期
限

　

10
月
31
日（
水
）ま
で
。
た
だ
し
、

事
業
に
着
手
す
る
15
日
前
ま
で
。  

補
助
金
額

　
　

事
業
に
要
す
る
経
費 

（
た
だ
し
、

人
件
費
、
用
地
費
、
施
設
費
、
旅

費
お
よ
び
補
助
事
業
の
実
施
に
直

接
必
要
で
な
い
経
費
等
は
除
く
）

の
40
% 

以
内
で
50
万
円
を
限
度
と

し
、
北
名
古
屋
市
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
制
度
の
規
定
に
よ
り
、
予

算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
み

　
　

所
定
の
申
請
書（
企
画
・
広
報

グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
）を
一
式

お
渡
し
し
ま
す
。
こ
の
時
、
事
業

内
容
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
・
広
報

グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）へ
。

　
　

　　
　

ダーグ・ダボンサ・加藤 
ラオスに生まれ、１３歳の時にアメリカワシントン市に移住。
1997年に旧西春町でＡＬＴとして採用され、現在は市内の各
中学校で英語指導にあたっている。特技は、ラオス語、タイ
語、英語、スペイン語、日本語の５か国語を話せること。

　　　 北名古屋市 ＡＬＴ
（外国語指導助手 Assistant Language Teacher）

 ダーグ先生がティームティーチングの授業で多く取り
入れているのは、「ジャパディ」というゲームです。
これは教科書の内容を「聞く」「話す」を中心に、クイ
ズ形式で復習していくゲームです。生徒たちにも、
楽しく英語が学べると、とても人気があります。
　この他にも、インタビューを通して英字新聞をつ
くったり、英語の詩の世界に誘ったり、英会話のテ
ストを行ったりもします。どれも英語を使う意識・
環境づくりにとても役立っています。
　ダーグ先生は、「英語力で未来が開け、国際的なビ
ジネスマンになれる」と生徒たちに話しています。

ダ
ー
グ
先
生
か
ら
一
言

　

言
語
を
学
ぶ
時
に
、
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
言
葉
を
使
っ
て
人
と
会
話
を
す

る
こ
と
で
す
。
私
が
ア
メ
リ
カ
へ
移
住

し
た
と
き
は
、
ま
っ
た
く
英
語
が
話
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ

や
遊
び
を
通
し
て
、
積
極
的
に
友
達
に

話
し
か
け
ま
し
た
。
失
敗
も
た
く
さ
ん

し
ま
し
た
が
、
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
私
が
し
た
こ
と
と
同
じ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
学
校
に
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

や
英
語
を
母
国
語
と
す
る
人
た
ち
と
少

し
で
も
多
く
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

恥
ず
か
し
が
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
よ
。
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
！

２

　市では、生きた英語に接する機会を提供し、英語
教育の充実と国際理解教育の推進を図るため、ＡＬＴ
を市内の各小・中学校へ派遣しています。

北
名
古
屋
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
追
加
募
集
！

北
名
古
屋
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
追
加
募
集
！

北
名
古
屋
市
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
追
加
募
集
！

あ
な
た
の〝
ま
ち
づ
く
り
〞を
応
援
し
ま
す

あ
な
た
の〝
ま
ち
づ
く
り
〞を
応
援
し
ま
す
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　ふれあいスポーツクラブ事業の一環で、西春・岩倉総
合・新川高校の水泳部員が市内の小学生を指導しました。
この「子ども水中運動くらぶ」は、25ｍ泳ぐことができな
い児童を対象に、チーフインストラクターの指導のもと、
高校生が児童の指導を直接行うというもの。2日間の実
習で、最初は水に顔を付けられなかった児童も、泳げるよ
うにまでなりました。

子ども水中運動くらぶ
「わたし泳げるようになったよ！」

市民まつり2007 in 北名古
屋東会場

師勝中学校

国際交流マインドの事業で、韓国の子どもたちが本市の
ホームステイ先の子どもたちと一緒に市役所を訪れました。

平盆まつり『平和の火リレー』
文化の森

ラジオ体操の集い ジョギング・ウオーキング大会
師勝中学校

30
7

27
7

平和祈念式典
文化勤労会館

4
8

5～

5
8

5
8

15
8
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V I V A！き た な ご や

永年のボーイスカウト活動に貢献
　ボーイスカウト北名古屋第一団の平野嘉彦さん（徳重・右か
ら２人目）が、５月に東京都内で開かれたボーイスカウト日本連
盟全国大会で「郭公（かっこう）章」を受章され、生田亮俊育成会
長ら４人から長瀬市長に報告がありました。この章は、ボーイ
スカウトの活動に多年にわたり功績のあった方に贈られるもの
で、平野さんは、地元での活動はもちろん、県連盟の役員等
も務められるなど、青少年の健全育成に取り組まれました。
　「自分の力だけでもらった章ではないので、これからも責任
を持って活動に協力していきたい」と話されました。

防犯少年団に師勝南小学校の５年生
１０人が任命され、西枇杷島警察署長
から団員証が渡されました。

新潟県中越沖地震の被災地である柏崎市に、チタカ・インタ
ーナショナル・フーズ㈱が、業務用レトルトカレー１８,300
食を無償提供し、市職員が緊急輸送しました。

大連理工大学附属中学校（中国大連市）の生徒が
師勝中学校の生徒と交流

18
7

26
7

18
7

知的障害者通所授産施設セルプしかつの通所生が
手づくりのスイカを長瀬市長に贈りました。

夏休み親子料理教室
東公民館

25
7

25
7

13
7



　

韓
国
の
ソ
ウ
ル
市
に
あ
る
永
都
中
学
校
２
、
３
年

生
の
男
子
生
徒
約
１
０
０
人
が
、
西
春
中
学
校
を
訪

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
愛
知
万
博
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

事
業
で
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
、
永
都
中
学
校
の
学

習
旅
行
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
迎

え
る
西
春
中
学
校
は
、
２
年
生
約
80
人
が
参
加
。
お

互
い
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
文
化
交
流
会
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
の
あ
と
、
６

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
各
々
の
体
験
会

場
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
会
場
で

は
「
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
」

と
「
剣
道
」、
食
文

化
会
場
で
は
「
お
好

み
焼
き
作
り
」
や
地

元
名
物
の
「
き
し
め

ん
と
そ
う
め
ん
作
り
」、

「
折
り
紙
」
や
「
お

手
玉
」
な
ど
の
伝
承

遊
び
や
「
書
道
」
な

ど
、
日
本
の
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
隣
り
の

国
で
あ
り
な
が
ら
、
お
互
い
に
知
ら
な
い
事
も

多
く
、
カ
タ
コ
ト
の
言
葉
と
身
振
り
手
振
り

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
う
ち
に
、
各

所
で
笑
い
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
別
れ
会
で
は
、
代
表
の
日
置
ゆ
き
さ
ん
（
西

春
中
学
校
２
年
生
）
が
「
お
互
い
に
、
相
手
の

国
に
つ
い
て
も
っ
と
興
味
が
も
て
る
と
よ
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手
持
ち
の
カ
メ
ラ
で
記

念
撮
影
。
肩
を
並
べ
て
の
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
に
、

と
て
も
あ
た
た
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。　

　

待
ち
に
待
っ
た
７

月
２
日
。
市
内
を

循
環
す
る
バ
ス
「
き

た
バ
ス
」
が
無
事

に
試
行
運
転
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、

せ
っ
か
く
合
併
で
１

つ
の
市
に
な
っ
て
い

て
も
、
東
・
西
地

区
と
ど
こ
か
よ
そ

よ
そ
し
く
、
市
役

所
の
場
所
す
ら
し
っ

か
り
把
握
で
き
な

か
っ
た
り
・
・
・
。

で
も
、 「
き
た
バ
ス
」

に
１
０
０
円
を
握

り
し
め
乗
車
し
て

み
れ
ば
、「
私
た
ち

長
野
久
美
子
記
者

水
野
美
保
記
者

笑
顔
で
交
わ
す
カ
タ
コ
ト
の
言
葉
と

 

 

 

 

友
好
の
握
手

の
ま
ち
は 

一 

つ
に
な
れ
た
ん
だ
！ 

こ
ん
な
に
広
い
ん
だ
！
」
と
実

感
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

雨
の
中
、
西
春
駅
か
ら 

一 

人
の
ご
婦
人
が
乗
車
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
住
む
娘
・
孫
の
世
話
を
す
る
た
め
、
毎
日
岐
阜
県
か
ら
足

を
運
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
駅
か
ら
東
市
役
所
付
近
ま
で
を
毎
日

タ
ク
シ
ー
で
往
復
す
る
の
は
、
か
な
り
の
金
額
を
要
し
ま
す
。
し

か
し
、「
き
た
バ
ス
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
安
く
て
助
か
る
わ
」
と

お
孫
さ
ん
の
顔
を
見
ら
れ
る
喜
び
に
声
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
き
た
バ
ス
」
と
は
、
バ
ス
が
来
た
！
の
「
き
た
」
と
北
名
古
屋

市
の
「
北
」
を
か
け
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
も
簡
単
で

し
ょ
う
？
で
も
簡
単
な
の
は
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
バ
ス

の
乗
降
口
の
ス
テ
ッ
プ
が
上
が
っ
た
り
、
下
が
っ
た
り
し
て
、
簡
単

に
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
る
ん
で
す
。
皆
さ
ん
も
、通
勤
、

通
学
、市
内
観
光
に
、ぜ
ひ 

一 

度
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

カムサハムニダ～ありがとう～

「バスの停留所付近には、車を止めないでね！」「バスの停留所付近には、車を止めないでね！」

vol. 10
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斎藤よしえ記者

　

師
勝
小
学
校
1
学
期

学
校
公
開
日
に『
能
田
徳

若
万
歳
』
が
公
演
さ
れ
、

３
年
生
か
ら
６
年
生
の

児
童
と
そ
の
保
護
者
が

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
『
能
田
徳
若
万
歳
』
は

北
名
古
屋
市
指
定
の
無

形
文
化
財
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
の
児
童
は
初
め
て

観
る
と
あ
っ
て
、
興
味

津
々
！
華
や
か
な
古
典
的
な
衣
装
に
ま

ず
驚
き
、
不
思
議
な
節
回
し
の
言
葉
と

和
楽
器
の
音
色
に
、
会
場
の
空
気
が
ピ

ン
と
張
り
、
観
衆
の
目
は
舞
台
に
釘
付

け
状
態
。

　

台
詞
は
難
し
い
の
で
す
が
、
踊
り
や

ニ
ュ
ア
ン
ス
で
『
滑
稽
』
さ
が
何
と
な

く
わ
か
り
、
場
内
か
ら
笑
い
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
踊
り
が
難
し
そ
う
だ
け
ど
カ
ッ
コ

良
か
っ
た
！　

自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」

（
3
年
生
女
子
）、「
楽
器
が
心
に
響
く

音
で
、迫
力
が
あ
っ
た
」（
５
年
生
男
子
）

と
、
生
徒
た
ち
は
興
奮
気
味
に
感
想
を

述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
古
典
芸
能
に
は

観
る
も
の
す
べ
て
を
魅
了
す
る
、
神
々

し
い
魅
力
が
あ
る
ん
で
す
ね
♪

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
１
５
０
年

続
い
た
『
能
田
徳
若
万
歳
』
は
、
後
継

者
不
足
に
悩
ん
で
い
る
の
で
す
。
伝
統

芸
能
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
興

味
の
あ
る
方
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

「
第
３
日
曜
日 

・
能
田
公
民
館
・
夜
７

時
」
に
練
習
を
見
学
に
行
っ
て
み
ま
し

ょ
う
！

　来年２月９日から１１日まで、名古屋市栄のナディアパークで、名古屋市文化
振興事業団主催のミュージカル「オズの魔法使い」が上演されます。
　このキャストを決めるオーディションが６月に行われ、プロの劇団員なども多
く参加する中、みごと主役のドロシー役を射止めたのが名古屋芸術大学へ通う
宮嵜文さん２０歳です。
　「幼い頃から音楽が大好き」という宮嵜さんは、児童合唱団や児童劇団で活躍。
市立桜台高校に在学中は、ダンス部に所属していました。大学ではミュージカ
ルの勉学に励んでいて、「素晴らしい先生方と素敵な仲間たちがいて、恵まれ
た環境のなか楽しく過ごしています。応援してくれる家族にも感謝です。舞台は、
観客と同じ空間の中で、自分が楽しむだけでなく、観客にいかに心地よく伝え
られるかというところに魅力を感じます。自分を磨くためいろんなことにチャレ
ンジし、音楽を通して人に感動を与えられる人間になりたい」とほほ笑みます。
　来年１月には大学の修了公演もあり、勉強に稽古にと多忙な日々。夢と希望
であふれている瞳は、キラキラと輝いています。

四谷美津子記者

　「市民カローリング大会」が健康ドームで４８チームの参
加のもと行われました。あちこちのチームからは、我を忘
れた 健康的な笑いが絶えません。あまり身近なスポーツで
はありませんが、子どもからお年寄りまで楽しめるため、こ
れからも広く普及されることでしょう。笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

前川賢司記者

１５０年続く「能田徳若万歳」１５０年続く「能田徳若万歳」

輝人輝人輝くあなたを応援します
きらっと

宮嵜　文さん　　
（名古屋芸術大学
ミュージカルコース３年）

宮嵜　文さん　　
（名古屋芸術大学
ミュージカルコース３年）

３

みやざき　　あや
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も
え
の
丘　

青
空
市
場

　

取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
販
売
し

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

と　

き　

9
月
2
日（
日
）午
前
８
時
30
分

〜
（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

東
側

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

北
名
古
屋
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団

　
　
　
　
　

第
３
回
定
期
演
奏
会

と　

き　

９
月
２
日（
日
）午
後
2
時
〜

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

大
ホ
ー
ル

内　

容　

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交
響
曲
第
４
番

変
ホ
長
調
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」、
ブ

ラ
ー
ム
ス
「
悲
劇
的
序
曲
」

入
場
料　

１
０
０
０
円（
小
学
生
未
満
無

料
、
全
席
自
由
席
）

　
　

入
場
券
は
、
健
康
ド
ー
ム
、
東
公
民

館
、
文
化
勤
労
会
館
で
販
売
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ　

東　

０
８
０（
５
１
２
８
）４
８

　

５
５

　

第
２
回
北
名
古
屋

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
楽
し
く
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
素
敵
な
賞
品
が
当
た
る
ク
イ
ズ
大
会
、

模
擬
店
に
加
え
、
今
年
は
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
14
日（
日
）午
前
9
時
45
分

〜
午
後
2
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館
、
文
化
の
森

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
！

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
で
行
わ
れ
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

と　

き　

９
月
９
日（
日
）午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
ア
マ

チ
ュ
ア
の
方（
未
成
年
の
方
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要
で
す
。
中
学
生
以
下
は
、

保
護
者
同
伴
で
出
店
し
て
く
だ
さ
い
。）

区
画
数　

50
区
画（
先
着
順
）

手
数
料　

５
０
０
円
。
申
込
み
時
に
い
た

だ
き
ま
す
。
出
店
手
数
料
は
事
務
費
に

あ
て
ま
す
の
で
、
雨
天
中
止
や
取
り
消

さ
れ
る
場
合
で
も
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

※
１
人（
１
グ
ル
ー
プ
）１
区
画
と
し
ま
す
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

小
・
中
学
生

　
　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

◇
ア
リ
ー
ナ

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

◇
卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
。

た
だ
し
、
１
日
、
８
日
は
除
く
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

※　

保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
の
靴

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　

市
民
体
育
祭
２
０
０
７

と　

き　

10
月
7
日（
日
）午
前
9
時
〜

　

雨
天
中
止

と
こ
ろ　

師
勝
中
学
校
運
動
場

問
合
せ　

北
名
古
屋
市
民
体
育
祭
実
行
委

員
会（
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
内
）

※
詳
し
く
は
、
同
時
配
布
の
実
施
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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東
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ち
び
っ
こ
映
画
会

と　

き　

　

第
2
・
4
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

　

第
1
〜
4
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

と　

き　

　

第
3
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

◇
紙
芝
居
会

と　

き　

　

第
1
土
曜
日
午
後
2
時
〜

◇
お
話
会

と　

き　

　

第
3
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

東
図
書
館

　

西
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

と　

き　

　

毎
週
日
曜
日
午
後
2
時
〜

◇
お
は
な
し
会

と　

き　

　

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

　

第
1
〜
4
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

西
図
書
館

]]

　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
で

は
、「
も
し
も
」
の
と
き
に
役
立
つ
応
急

手
当
の
方
法
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）の
取
り
扱
い
等
の
救
命
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
７
日（
日
）午
前
９
時
〜
正

午
と
こ
ろ 

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
東
消

防
署

対　

象　

北
名
古
屋
市
、
清
須
市
、
豊
山

町
、
春
日
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

定　

員　

30
人
程
度（
先
着
順
）　

申
込
み　

講
習
日
の
１
か
月
前
か
ら
西
春

日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
課

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
（
22
）４
９
５
４
（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
　
（
22
）２
５
１
１
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
お
よ
び
右
記
以
外
の
時
間
）

※
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
終
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

休館日：9月3日（月）・10日（月）
・18日（火）・25日（火）

9月
の

普通救命講習
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「
腹
式
呼
吸
の
す
す
め
」
講
座

　

プ
ロ
の
歌
手
な
ら
誰
で
も
行
っ
て
い
る

腹
式
呼
吸
は
、
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

は
、
欠
か
せ
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
腹
式

呼
吸
は
、
発
声
に
良
い
影
響
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
効
果
な
ど
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
や
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
名
曲
な
ど
を
課
題
曲
に
し
、
皆
さ
ん
も

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果

を
目
指
し
て
、
腹
式
呼
吸
を
マ
ス
タ
ー
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
第
１
回

と　

き　

９
月
24
日（
月
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

　

ふ
れ
あ
い
健
康
ル
ー
ム

講　

師　

船
橋
勝
二
氏（
音
楽
講
師
）

〇
第
２
回

と　

き　

10
月
１
日（
月
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

　

ふ
れ
あ
い
健
康
ル
ー
ム

講　

師　

セ
エ
ヌ
氏（
シ
ャ
ン
ソ
ン
シ
ン

ガ
ー
）

申
込
み 　

９
月
18
日（
火
）ま
で
に
西
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

親
と
子
の
子
育
て
講
座

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て

真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
に
子

育
て
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
親
と
子
の
子
育
て
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き　

10
月
11
日（
木
）午
前
10
時
〜
正

午
と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

研
修
室

対　

象　

乳
幼
児
の
親

定　

員　

70
人（
先
着
順
）

演　

題　

乳
幼
児
期
に
お
け
る
親
子
関
係

講　

師　

高
橋
脩
氏（
豊
田
市
子
ど
も
発

達
セ
ン
タ
ー
長
）

申
込
み　

9
月
3
日（
月
）か
ら
各
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
児
童
館
、
各
保
育

園
へ
。

問
合
せ　

東
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

（
26
）７
７
６
３

　

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

10
月
10
日（
水
）午
前
10
時
〜
正

午
と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

軽
運
動
室

対　

象　

就
園
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
親

定　

員　

30
組（
先
着
順
）

内　

容　

音
楽
あ
そ
び

申
込
み　

９
月
３
日（
月
）か
ら
北
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー　
（
22
）５
５
１
７
へ
。

　

子
育
て
支
援
活
動
者
講
習
会

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で

は
、
60
歳
代
前
半
の
働
く
意
欲
の
あ
る
県

内
在
住
の
方
を
対
象
に
全
８
回
で
講
習
会

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

10
月
15
日（
月
）・
18
日（
木
）・

22
日（
月
）・
25
日（
木
）・
29
日（
月
）・

11
月
１
日（
木
）･

21
日（
水
）

※
11
月
２
日（
金
）か
ら
20
日（
火
）の
間
で

現
場
実
習
を
１
日
行
い
ま
す
。

　
（
時
間
は
、日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

と
こ
ろ　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
東

支
所

定　

員　

30
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。）

※
受
講
申
込
み
受
付
後
、
受
講
者
決
定
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

内　

容　

子
育
て
支
援
の
活
動
を
希
望
す

る
高
齢
者
に
対
し
、
必
要
な
知
識
や
技

能
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会

申
込
み　

所
定
の
は
が
き（
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
９
月
14
日（
金
）

ま
で
に
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
〒
４
６
０
ー
０
０
０
１
名
古
屋
市
中

区
三
の
丸
３
ー
２
ー
１
号
愛
知
県
東
大

手
庁
舎
６
階
）へ
。（
必
着
）

問
合
せ　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　

０
５
２（
９
６
１
）９
５
２
１

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　

  

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

　
　
　
　

　

総
合
体
育
館 

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
） 

で

は
、
次
の
日
程
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
導
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

と　

き　

９
月
１
日（
土
）・
21
日（
金
）午

前
９
時
〜
午
後
１
時
、
16
日（
日
）午
後

1
時
〜
５
時
、
６
日（
木
）・
26
日（
水
）

午
後
５
時
〜
９
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

と　

き　

９
月
10
日（
月
）午
前
９
時
〜
午

後
１
時 

（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

※　

１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、
小
人

（
中
学
生
）１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

総
合
体
育
館

　

第
２
回　

転
倒
予
防
教
室

　

寝
た
き
り
の
原
因
の
１
つ
に
、
転
倒
に

よ
る
骨
折
が
あ
り
ま
す
。
転
倒
は
老
化
な

ど
身
体
の
衰
え
が
主
な
原
因
と
な
る
た
め
、

足
腰
が
丈
夫
な
う
ち
に
予
防
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。「
転
ば
な
い
体
づ
く
り
」
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

９
月
21
日
か
ら
10
月
26
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分（
全
５
回
）

と
こ
ろ　

沖
村
児
童
館

対　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
自
分
で

通
え
る
方

定　

員　

25
人（
先
着
順
）

内　

容　

〇
第
１
回（
９
月
21
日
）

　

な
ぜ
転
倒
予
防
が
必
要
か

〇
第
２
回（
９
月
28
日
）

　

筋
力
と
転
倒
予
防

〇
第
３
回（
10
月
５
日
）

　

転
倒
を
引
き
起
こ
す
病
気
や
症
状

〇
第
４
回（
10
月
19
日
）

　

身
の
回
り
の
危
険
確
認

〇
第
５
回（
10
月
26
日
）

　

ず
っ
と
元
気
で
い
る
た
め
に

申
込
み　

９
月
３
日（
月
）か
ら
福
祉
東
グ

ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

回
想
法
ス
ク
ー
ル

　

昔
な
つ
か
し
い
生
活
用
具
な
ど
を
教
材

に
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
、
グ
ル
ー
プ
で
思

い
出
を
語
り
合
い
、
回
想
法
を
楽
し
む
ス

ク
ー
ル
で
す
。

　

回
想
法
は
一
定
期
間
続
け
る
こ
と
で
、

心
や
脳
を
活
性
化
し
、
老
化
や
物
忘
れ
の

予
防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
17
日
か
ら
12
月
５
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

久
地
野
保
育
園

対　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方

定　

員　

10
人（
先
着
順
）

申
込
み　

９
月
5
日（
水
）か
ら
福
祉
東
グ

ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

臨
時
職
員
募
集

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職　

種　

福
祉
専
門
職
員

募
集
人
員　

１
人　

応
募
資
格　

お
お
む
ね
55
歳
未
満
で
、
高

齢
者
福
祉
業
務
の
経
験
が
３
年
以
上
あ

る
保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門

員（
実
務
経
験
３
年
以
上)

の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

申
込
み　

履
歴
書(

市
販
の
も
の
）を
添

え
て
、
９
月
18
日（
火
）ま
で
に
福
祉
東

グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　
　

給
食
調
理
員

職　

種　

給
食
調
理
員

募
集
人
員　

若
干
名　

応
募
資
格　

お
お
む
ね
45
歳
ま
で
の
健
康

な
方

勤
務
内
容　

調
理
お
よ
び
洗
浄
業
務

勤
務
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
15
分
。
た
だ
し
、
小
・

中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の
給
食
実
施
日

勤
務
場
所　

東
給
食
セ
ン
タ
ー

給　

与　

時
給
８
８
０
円

申
込
み　

履
歴
書(

市
販
の
も
の
）を

添
え
て
、
東
給
食
セ
ン
タ
ー　
（
23
）

６
４
７
１
へ
。
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第
32
回
愛
知
県
文
連
美
術
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集

と　

き　

10
月
23
日
（
火
）
〜
28
日
（
日
）

と
こ
ろ　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
８
階

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

出
品
資
格　

中
学
校
卒
年
齢
以
上
で
県
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

出　

品　

１
人
１
点
で
、
未
発
表
の
作
品

と
し
ま
す
。

出
品
料　

４
０
０
０
円

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

自
衛
官
募
集

○
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

（
高
校
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

試
験
日　

11
月
上
旬

○
看
護
学
生

応
募
資
格　

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
方

（
高
校
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

試
験
日　

10
月
14
日
（
日
）

受
付
期
間　

９
月
７
日（
金
）〜
28
日（
金
）

申
込
み　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
小

牧
地
域
事
務
所　
（
73
）
２
１
９
０

　

第
３
回
市
議
会
定
例
会　

　

北
名
古
屋
市
議
会
で
は
、
次
の
日
程
で

第
３
回
定
例
会
を
行
い
ま
す
。
議
会
は
傍

聴
が
で
き
ま
す
。

と　

き　

９
月
４
日（
火
）、
10
日（
月
）、

26
日（
水
）午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎　

議
場

会
議
名　

本
会
議

問
合
せ　

議
会
グ
ル
ー
プ

　

会
員
加
入
に
ご
協
力

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
に
多
数
の

方
々
が
ご
加
入
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
尊
い
善
意
の
浄
財
は
、
地
域
福
祉

活
動
の
た
め
に
有
効
、
適
切
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

社
会
福
祉
法
人

　
　
　

北
名
古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

山　

田　

安　

光

会
費
納
入
状
況
（
８
月
10
日
現
在
）

〇
一
般
会
費　
　

８
１
３
万
１
５
０
０
円

〇
賛
助
会
費　
　
　
　
　
　
　
　

34
万
円

〇
法
人
会
費　
　

３
１
０
万
３
０
０
０
円

合　

計    　

１
１
５
７
万
４
５
０
０
円

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
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在
宅
高
齢
者
状
況
調
査

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方

を
対
象
に
、
介
護
予
防
、
自
立
支
援
等
の

在
宅
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、
状
況
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
が
依
頼
を
し
た
民
生
・
児
童
委
員
が
、

９
月
中
に
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

身
分
証
を
示
し
、
世
帯
の
状
況
等
を
お
聞

き
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
し
た
内
容
は
北
名
古
屋
市

個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
り
厳
重
に
守
り
、

他
に
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

福
祉
東
グ
ル
ー
プ

　

恩
給
欠
格
者
等
の
皆
さ
ん
へ

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
恩
給

欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚
者
の

方
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
慰
藉
の
念
を

表
す
た
め
の
特
別
記
念
事
業
と
し
て
、「
特

別
慰
労
品
」
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

請
求
期
間　

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

問
合
せ　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金　

０

　

１
２
０
（
２
３
４
）
９
３
３

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.heiw

a.

　

go.jp/

※　

申
請
書
は
、
福
祉（
東
・
西
）グ
ル
ー

プ
に
あ
り
ま
す
。

　

保
険
証
の
紛
失
・
盗
難
に

　
　
　
　
　
　
　

ご
注
意
を
！

　

最
近
、
保
険
証
を
紛
失
し
て
、
再
発
行

の
手
続
き
に
来
庁
さ
れ
る
方
が
非
常
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
証
は
大
事
な
も
の
で
、
紛
失
す
る

と
悪
用
さ
れ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
証
の
管
理
に
は
十
分
に
注
意
し
、

紛
失
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ　

市
民（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

届
出
は
済
み
ま
し
た
か
？

　　

次
の
各
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

で
、
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出
が
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
児
童
グ
ル
ー
プ
（
東

庁
舎
）
ま
た
は
、
福
祉
総
合
窓
口
（
西
庁

舎
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
８
月
分

以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
手
当

〇
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

〇
愛
知
県
遺
児
手
当
所
得
状
況
届

〇
北
名
古
屋
市
遺
児
手
当
所
得
状
況
届

問
合
せ　

児
童
グ
ル
ー
プ

　

家
族
み
ん
な
で

　
　
　

防
災
会
議
を
し
よ
う
！

　

台
風
や
集
中
豪
雨
は
、
そ
の
襲
来
時
期

や
規
模
な
ど
の
予
想
が
可
能
で
す
。
こ
の

た
め
、
事
前
の
対
策
次
第
で
被
害
を
最
小

限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
台
風
や
豪

雨
が
近
づ
い
た
ら
落
ち
着
い
て
対
応
で
き

る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
全
員
で
防

災
対
策
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

防
災
グ
ル
ー
プ
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質
量
計
の
定
期
検
査

　

質
量
計（
は
か
り
、
分
銅
、
お
も
り
）を

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
す
る
場
合
は
、

定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
、
計
量

法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

検
査
を
怠
っ
て
取
引
ま
た
は
証
明
に
使

用
す
る
と
計
量
法
違
反
行
為
と
な
り
、
処

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
第
１
回

と　

き　

９
月
27
日（
木
）午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
西
庁
舎
分
館
駐
車
場

〇
第
２
回　

と　

き　

９
月
28
日（
金
）午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
南
側
駐
車
場

検
査
に
必
要
な
も
の　

質
量
計（
は
か
り
、

分
銅
、
お
も
り
を
含
む
）

検
査
手
数
料　

１
台
に
つ
き
５
０
０
円
〜

（
質
量
計
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。）

※
質
量
計
の
運
搬
が
困
難
な
場
合
は
、
所

在
場
所
で
検
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
場

合
は
事
前
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。（
後
日
、
連
合
会
か
ら
検
査
日
の

通
知
が
あ
り
ま
す
。）

問
合
せ　

産
業
グ
ル
ー
プ

　

小
作
地
の
所
有
状
況
の
縦
覧

　

８
月
１
日
現
在
の
小
作
地
の
状
況
を
縦

覧
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
３
日（
月
）
〜
28
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

農
業
委
員
会
事
務
局（
東
庁
舎

産
業
グ
ル
ー
プ
内
）

問
合
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局（
産
業
グ

ル
ー
プ
内
）

　

献
血
に
ご
協
力
を

　
と　

き　

９
月
30
日（
日
）午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

対　

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な

方（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
を
超
え

て
か
ら
の
献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限

る
）

持
ち
物　

免
許
証
等（
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
）、献
血
手
帳
ま
た
は
献
血
カ
ー

ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

忘
れ
物
を
預
か
っ
て
い
ま
す

　

総
合
体
育
館
で
の
忘
れ
物
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
総
合
体
育
館

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
９
月
30
日（
日
）ま
で
保
管
し
、

そ
の
後
は
処
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

総
合
体
育
館
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就
業
構
造
基
本
調
査
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
で
は
、
10
月
１
日
に
就
業
構
造

基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
に
統
計

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
は
、
全
国
か
ら
選
定
さ
れ

た
約
45
万
世
帯
に
住
ん
で
い
る
15
歳
以
上

の
世
帯
員
の
方
で
、
市
内
で
は
１
３
５
世

帯
が
選
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

就
業
構
造
基
本
調
査
か
ら
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
は
、
国
や
都
道
府
県
が
実
施
す
る

雇
用
政
策
お
よ
び
経
済
政
策
な
ど
を
企

画
・
立
案
す
る
上
で
重
要
な
指
標
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
員
は
、「
調
査
員
証（
顔
写
真
付
）」

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
調
査
内
容

を
他
に
も
ら
す
こ
と
は
、
法
律
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
・
広
報
グ
ル
ー
プ

　

納
税
に
は

　
　
　
　

便
利
な
口
座
振
替
を

　

仕
事
や
家
事
に
忙
し
い
と
、
つ
い
つ
い

納
期
も
忘
れ
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
方
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
税
を
済
ま

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
税
な
ど

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
十
五
ヶ
用
水
賦
課
金

取
扱
い
金
融
機
関
な
ど

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
大
垣
共
立
銀

行
、
十
六
銀
行
、
百
五
銀
行
、
岐
阜
銀

行
、
愛
知
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
中
京

銀
行
、
岐
阜
信
用
金
庫
、
愛
知
信
用
金

庫
、
い
ち
い
信
用
金
庫
、
瀬
戸
信
用
金

庫
、
中
日
信
用
金
庫
、
西
春
日
井
農
業

協
同
組
合
、
郵
便
局

申
込
み　

預
金
通
帳
と
通
帳
印
を
ご
持
参

の
う
え
、
お
取
扱
い
の
金
融
機
関
ま
た

は
収
納
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

９
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
４
期

　
　
　

納
期
は
、
10
月
１
日
ま
で
で
す
。

　

保
育
料
の
振
替

　

保
育
料
の
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
、

預
貯
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
日　

９
月
６
日（
木
）

問
合
せ　

児
童
グ
ル
ー
プ



28平成19年　9月

　

子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番　

　

県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、
家
庭
で
の
悩
み

や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

連
絡
先　
　

０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

連
絡
先　

児
童
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
県
中
央

児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー　

０
５

　

２（
９
６
１
）７
２
５
０

※　

緊
急
の
場
合
は
、
市
役
所　
（
22
）１

　

１
１
１（
夜
間
対
応
可
）へ
。

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９

　

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
け
ぼ

の
」（
高
田
寺
起
返
18
）

連
絡
先　
　
（
24
）４
１
５
２

　

い
じ
め
・
不
登
校
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

県
尾
張
教
育
事
務
所　

０
５
２

（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
育
て
相
談

　

保
育
士
が
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
電
話
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
22
）５
１
５
１

◇
面
接
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
26
）７
７
６
３

◇
発
達
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　
　
（
26
）７
７
６
３

　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
の
制
度
や
家
庭
で
の
介
護
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

９
月
13
日（
木
）・
27
日（
木
）午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽　
（
25
）０
６

　

３
１

※　

相
談
は
予
約
制
で
す
が
、
希
望
者
が

な
け
れ
ば
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
相
談

　

市
が
実
施
す
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
地
元
の
建
築
士

が
耐
震
改
修
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

９
月
28
日（
金
）午
後
１
時
〜
４

時
と
こ
ろ　

市
役
所
西
庁
舎　

第
３
会
議
室

相
談
員　
（
社
）愛
知
建
築
士
会
名
古
屋
西

支
部
の
建
築
士

定　

員　

６
人（
先
着
順
）

申
込
み　

９
月
４
日（
火
）か
ら
施
設
管
理

グ
ル
ー
プ
へ
。

　
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
化
週
間

　

９
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
の
１
週
間
は
、

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強

化
週
間
」
と
し
て
、
い
じ
め
や
体
罰
、
虐

待
等
、
子
ど
も
の
人
権
に
か
か
わ
る
悩
み

ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
電
話
を
設
置
し

ま
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

９
月
17
日（
月
）
〜
23
日（
日
）

〇
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
含
む
）　

午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時

〇
土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
電
話（
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
）

　
　

０
１
２
０（
０
０
７
）
１
１
０

問
合
せ　

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

０
５
２（
９
５
２
）
８
１
１
１

　

行
政
相
談

　

行
政
相
談
員
が
、
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
促
進
、
行
政
運
営
の
改

善
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

と　

き　

９
月
21
日（
金
）午
前
９
時
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
市
民
相
談
室

問
合
せ　

行
政
グ
ル
ー
プ
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相談名 と き ところ 相談員 問合せ

こども相談  随時 ８:30～ 17:00 東庁舎児童グループ 市の家庭相談員 児童グループ

こども相談（出張）

 9月5日（水） 10:00～ 15:00 東子育て支援センター

市の家庭相談員 児童グループ
※予約制

 9月12日（水） 10:00～ 15:00 北子育て支援センター

 9月19日（水） 10:00～ 15:00 西子育て支援センター

 9月26日（水） 10:00～ 15:00 南子育て支援センター

女性相談
 9月6日（木） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

県の女性相談員 児童グループ
 9月20日（木） 10:00～ 12:00 東庁舎市民相談室

母子家庭等就業相談
 9月26日（水） 10:00～ 12:00 西庁舎分館小会議室

県の就業相談員 児童グループ
 9月26日（水） 13:30～ 15:30 東庁舎福祉相談室

母子自立支援相談  随時 10:00～ 16:00 東庁舎児童グループ 市の母子自立支援
員 児童グループ

母子自立支援相談（出張）  毎週水曜日 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

心身障害者相談
 9月11日（火） 10:00～ 12:00 東庁舎市民相談室 身体障害者相談員

知的障害者相談員
福祉（東・西）グループ
※電話での相談可 9月26日（水） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

法律相談

 9月13日（木）・27日（木）
 9:00～ 12:00

総合福祉センター
もえの丘相談室

弁護士 社会福祉協議会
※予約制 9月20日（木）・10月4日（木）

 9:00～ 12:00 西庁舎分館会議室

司法書士相談
 9月18日（火） 13:00～ 16:00 総合福祉センター

もえの丘相談室 司法書士 社会福祉協議会
※予約制

 10月2日（火） 13:00～ 16:00 西庁舎分館相談室

心のケア相談
 9月18日（火） 9:00～ 12:00 総合福祉センター

もえの丘相談室 全日本カウンセリ
ング協議会認定カ
ウンセラー

社会福祉協議会
 10月2日（火） 9:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

ボランティア相談  9月19日（水） 13:30～ 15:30
総合福祉センターも
えの丘ボランティア
専用室

ボランティア活動
実践者、社会福祉
協議会職員

社会福祉協議会

心配ごと相談
 9月11日（火） 9:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

社会保険労務士等 社会福祉協議会
 9月11日（火） 13:30～ 16:30 総合福祉センター

もえの丘相談室

マンション相談  9月18日（火） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室
マンション管理士、宅
地建物取引主任者、シ
ニアライフアドバイザー

社会福祉協議会
※予約制

不動産取引の悩みごと相談  9月20日（木） 13:00～ 16:00 西庁舎分館相談室 愛知県宅地建物
取引業協会 社会福祉協議会

消費生活相談  毎週水曜日 13:30～ 16:30 東庁舎市民相談室 消費生活専門相
談員

産業グループ
※電話での相談可

職業支援相談  随時 10:00～ 16:30 東庁舎職業支援室 就職促進協力員 産業グループ

国民年金相談
 毎週月・木曜日 9:00～ 12:00 東庁舎市民東グループ

年金相談員 市民（東・西）グループ
※年金手帳持参 毎週火・金曜日 9:00～ 12:00 西庁舎市民西グループ

広聴相談（行政一般）  随時 9:00～ 17:00 西庁舎内会議室等 市職員 企画・広報グループ
※予約制

各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。
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成人保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

成人健康相談

心の健康相談
（要予約）

東保健センター

東保健センター

成人保健事業の予約・申込み・お問い合わせは西保健センター
（　24－1551）へ

13：30～15：30

13：30～15：30

持ち物：健康手帳
内　容：血圧測定、尿検査、栄養・健康相談

内　容：不安・イライラ・不眠など心に関
する健康相談

ポリオ予防接種
　と　き
　

　ところ　西保健センター
　　　受　付　午後１時１５分～２時
　対　象　生後３か月から７歳６か月未満児
　問合せ　東保健センター　

高齢者インフルエンザ予防接種
　　満６５歳以上の方を対象にインフルエンザ予防接種を行
います。
　　ただし、ご本人が接種を希望する場合に限ります。接種
を希望される方は、８月上旬に「介護保険料納入通知書」
と一緒に郵送された案内文をよく読んで、受けてください。
また、「予診票」が必要となりますので、下記の場所でお受
け取りください。
　　予診票配布期間　
　　　９月１８日（火）～平成２０年１月３１日（木）
　　予診票配布場所　指定医療機関、東・西保健センター
　　接種期間　１０月１５日（月）～平成２０年１月３１日（木）　
　　問合せ　東保健センター

不妊検査費等補助制度が改正されました
　　市では、不妊に悩む夫婦の経済的負担を軽減するため、
不妊治療費の一部を補助していますが、７月１日からこの制
度の支給条件や助成額等が改正されました。
　　なお、旧制度での不妊検査費等補助金については、平成
２０年３月３１日まで受付を行います。

【一般不妊治療費助成金：改正後】
　対象となる検査・治療項目
　　〇原因検査　不妊症スクリーニング検査、精液検査、精
　　　　　　　巣生検子宮卵管造影等
　　〇特殊な検査　手術療法
　　〇一般治療　タイミング療法、ホルモン療法、超音波検
　　　　　　　査排卵誘発法、人工授精
　対　象
　　〇夫および妻の前年所得の合計額が７３０万円未満
　　〇夫または妻のいずれか一方、または両方が市内に住所
　　を有している方
　補助額
　　〇平成１９年３月から平成２０年２月診療分（治療費）で支
　　　払った費用の自己負担額の１/２（５万円を上限）
　申請期間　９月１日から平成２０年３月３１日まで
　必要書類
　　一般不妊検査費助成事業受診等証明書、申請する治療
　に係る領収書、婚姻の事実を証明する書類、住民票、夫
　および妻の所得額を証明する書類
　申込み　東保健センター

お 知 ら せ

9月5日（水） 

9月5日（水）

１０月２日（火） 九之坪、加島新田、野崎、弥勒寺、西之保

１０月３日（水）
沖村、法成寺、徳重、鍜治ケ一色、
山之腰、石橋、中之郷、宇福寺、
北野

実施日 対象地区

休日診療
日曜日、祝日に急病人が出たとき

救急病院をご紹介します
「救急医療情報センター」 　（81）1133

東部休日急病診療所
（23）0122

西部休日急病診療所
052（503）8277

2日（日）

9日（日）

16日（日）

17日（月）

23日（日）

２４日（月）

３０日（日）

9月 西春整形外科
（21）5521

済衆館病院
（21）0811

しろしたクリニック
052（400）3755

新居外科
（23）2200

済衆館病院
（21）0811

杉山医院
（28）1181

びわじま整形外科
052（505）8778

北名古屋市
西之保
北名古屋市
鹿田
清須市
西田中
北名古屋市
井瀬木
北名古屋市
鹿田
豊山町
豊場
清須市
西枇杷島町

外科（10：00～17：00） 歯科（9：30～11：30）

日 付 外 科 歯 科 所在地所在地

内科・小児科（9：30～16：30）

石田歯科
052（401）8088

菱川歯科
（23）9795

普山田歯科医院
052（503）7108

西春歯科
（23）9511

フカオ歯科医院
052（400）8762

みえき歯科
（25）8020

西村歯科医院
052（501）8254

清須市
阿原
北名古屋市
鹿田
清須市
西枇杷島町
北名古屋市
鹿田
清須市
土器野
北名古屋市
高田寺
清須市
西枇杷島町
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母子保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

母子健康手帳発
行

４か月児健診

※　BCG予防接
種も行います。

10か月児健診

1歳6か月児健
診

2歳児むし歯予
防教室

2歳6か月児む
し歯予防教室

3歳児健診

育児・母乳相談

発達相談
（要予約）
個別接種（三種混
合・ＭＲワクチン）
（要予約）

9月10日（月） ・ 25日（火）

9月19日（水）・10月3日
（水）

５月生まれ　9月7日（金）
6月生まれ　10月5日（金）
　

9月19日（水）

9月10日（月）

9月21日（金）

10月4日（木）

9月20日（木）

9月6日（木）

9月12日（水）

9月13日（木）
9月11日（火）

9月27日（木）
9月11日（火）

東保健センター

西保健センター

健康ドーム

健康ドーム

東保健センター

西保健センター

西保健センター

東保健センター

西保健センター

東保健センター

西保健センター
西保健センター

東保健センター
西保健センター

母子保健事業の予約・申込み・お問い合わせは東保健センター
（　23－4000）へ

10：00～10：30
（受付9：45～10：00）

1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15
ＢＣＧのみの方
  受付13：30～14：00

1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
21日以降生まれ
  受付14：00～14：15

1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45

9月生まれ
  受付9：30～9：45
10月生まれ
  受付10：15～10：30

2月生まれ
  受付9：00～9：15
3月生まれ
  受付10：00～10：15
2月生まれ
  受付9：30～9：45
3月生まれ
  受付10：15～10：30
1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00

受付13：00～13：45
9：30～11：00

9：30～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子健康手帳の使い方や妊娠中の

過ごし方などについて説明

対　象：平成19年5月・６月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4

か月児健診問診票、ＢＣＧ予診票、
バスタオル、体温計、ボールペン

※　6か月未満児でＢＣＧ未接種の場合は
　ご相談ください。

対　象：平成18年11月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の

10か月児健診問診票、オムツ、
ミルク

対　象：平成18年2月生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル

対　象：平成17年9月・10月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル
内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化

物塗布
※　歯を磨いてきてください。　
対　象：平成17年2月・3月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル
内　容：歯科健診、歯のみがき方、フッ化

物塗布
※　歯を磨いてきてください。　

対　象：平成16年9月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、視力・聴力検査ア

ンケート、歯ブラシ、コップ、タオル
※　当日は、尿検査があります。なお、視
力・聴力の検査は自宅で行ってきてくだ
さい。
持ち物：母子健康手帳
※母乳相談は要予約
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳、予防接種予診票、
健康保険証、乳幼児医療費受給者証

※　体調の良い時に接種を受けてください。
指定医療機関にあらかじめ電話などで予約してください。
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午前10時～

ショーショー

広報北名古屋は、環境にやさしい古紙配合率100％再
生紙と大豆油インキを使用しています

2007
NO.010

北名古屋市の人口（8月1日現在）
総人口
男　性
女　性
世帯数

80,293  +（ 　人   62）
40,374  +（ 　人   26）
39,919  +（ 　人   36）
31,364  +（ 帯世   42）

イベント
施 設
情 報

2007

9
■ あいち国際女性映画祭2007
と　き／ 9月8日（土）午後1時～（開場：午後０時３０分）
ところ／文化勤労会館 大ホール
内　容／映画「チルドレン・オブ・グローリー」上映、ゲストトーク（クリステ
　　　　ィナ・ゴダ監督）。手話通訳、要約筆記があります。
チケット／前売り：８００円　当日：1,000円
販売窓口／生涯学習グループ（東庁舎）、文化勤労会館、総合福祉センター
　　　　　もえの丘、社会福祉協議会本所（市役所西庁舎分館）、ウィルあいち
問合せ／生涯学習グループ

■ 健康フェスタ2007
と　き／9月30日（日）午前９時～午後３時
ところ／健康ドーム
内　容／「食」をテーマに健康チェックコーナー等を設置、地産の食材を
　　　　使ったカレー販売、園児の手づくりパネル展示等
共　催／愛知県
問合せ／東保健センター（詳しくは、同時配布の実施要領をご覧ください。）

「チルドレン・オブ・グローリー」
（２００６．ハンガリー）

　水球のハンガリー代表メンバーのカルチは、1956 年の
ハンガリー動乱の現場でヴィキと出会い惹かれていく。や
がて動乱はソビエト軍によって鎮圧され、対決の場はメル
ボルンのオリンピックプールに移された。ハンガリー代表
は祖国の誇りをかけて対ソビエトとの試合を迎える…。

「チルドレン・オブ・グローリー」
（２００６．ハンガリー）

　水球のハンガリー代表メンバーのカルチは、1956 年の
ハンガリー動乱の現場でヴィキと出会い惹かれていく。や
がて動乱はソビエト軍によって鎮圧され、対決の場はメル
ボルンのオリンピックプールに移された。ハンガリー代表
は祖国の誇りをかけて対ソビエトとの試合を迎える…。

午前9時30分～
モリゾー・キッコロと遊ぼうモリゾー・キッコロと遊ぼうモリゾー・キッコロと遊ぼう


